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Theclinicalsymptomsollaryngealallergyarepersistentcough,itchingandirritaLionolthroat，Aclinical

studyfocuscdonthcdiagnosisoflaryngcalallcrgywascarricdonl59paticntswithnasalallcrgicsymptoms
frombirchpollen(birchpollinosis)．Thediagnosisofbirchpollinosiswasconfirmedbytheclinicalsymptomsof
seasonalrhinitisalongwiththepresenceofthespecificanti-birchlgEantibodybyCAP-RASTtestingLaryngeal
allergywasdiagnosedaccordingtothecriteriaproposedbytheSocietyofStudyfOrLaryngealAllergyinJapan

(2005)．Eighty-eightoutofl59（55.3％）birchpollinosispaUentswerediagnosedashavinglaryngealallergy・
Laryngcalallcrgypatientssuffcrfromscasonalpharyngolaryngcalsymptoms，suchaspersistcntcoughing

(40.2％）andfOreign-bodysensationinthelarynx（100％)．Itiswellknownthatpatientswithbirchpollinosis
frequentlyhaveoralsymptomsafterfruitandvegetableingestion,whichhasbeentermedoralallergysyndrome
(OAS)．Forty-eightoutof88（54.5％）birchpollinosispatientswithlaryngealallergyand40outof71（56.4％）
patientswithoutlaryngealallergywerediagnosedasOAS，Itisconsideredthatthenewcriterｉａｗｏｕｌｄｂｅｅ雌c‐

tivcfOrthediagnosisoflaryngcalallcrgyfbrpaticntswithbirchpollinosis，
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syndrome

は じ め に

鼻アレルギー患者が弊症状とは別に‘慢性的な咽喉頭異常

感や咳噺を訴えることは日常診療でもよく経験される．こ

のような病態に対して，「喉頭アレルギー」という疾患概

念が提唱されている喉頭アレルギーに関する報告は

1970年頃から散見されるが'~3)，本邦では広く認知され

るには至らなかった本邦では１９８８年に喉頭アレルギー

研究会が組織され，1995年には喉頭アレルギー研究会世

話人会から喉頭アレルギーの診断基準が示された．しか

し，この診断基準では類似疾患との鑑別が難しく，さらに

喉頭アレルギーについても季節性のものと通年性のものに

わけて対応することが妥当であることから，現在も多施設

共同研究班を中心に診断基準の見直しが検討されている．

喉頭アレルギーの症状は持続する執勧な咳噺と咽喉頭異

常感である．本邦の代表的な樹木花粉症であるスギ花粉症

患者が慢性咳噺や咽喉頭異常感を訴えることは以前から指

摘されていた4)．このため，季節性喉頭アレルギーの咽喉

頭症状については，スギ花粉症患者を対象にした検討が数

多くなされている5-8)．しかし，北海道においてはその植

生の違からスギ花粉症の報告はほとんど認められず，かわ

りにシラカンバ花粉症が代表的な樹木花粉症となってい

る．シラカンバはカバノキ属の樹木であり，本州では岐阜

県以東で標高が1500ｍ以上の山岳地帯に分布している

北海道内では丘陵地や山岳地補だけではなく，低地帯にも

広く分布することから，市街地でもよくみかけられる樹木

であり，４月下旬から６月上ｲﾘにかけて，大きく垂れ下がっ

た雄花から３孔型の花粉が飛散する9)（図ｌ)．シラカンバ

花粉症患者の咽喉頭症状としては，口腔アレルギー症候群

(OralAllergySyndrome，以下ＯＡＳ）の関与がよく知られ

ている'０．１１)．ＯＡＳは原因となる特定の食物を摂取した直

後に口腔粘膜の腫脹やかゆみを引き起こし，ときに喉頭浮

腫などの重篤な状態や全身症状を誘発する即時型アレル

ギー反応の総称である'２１．以前に我々 は，１９９５年の喉頭

アレルギー診断基準を用いると．ＯＡＳを合併しているシ

ラカンバ花粉症患者では７２％が喉頭アレルギー確実例と
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